
「
近
世
後
期
の
朝
廷
財
政
と
江
戸
幕
府
」
1
寛
政
ー
文
化
期
を
中
心
に
ー佐

　
藤
　
雄
　
介

は
じ
め
に

　
御
所
の
造
営
や
大
嘗
祭
な
ど
、
巨
額
な
費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
臨
時
の
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

件
に
関
し
て
は
、
そ
の
費
用
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
幕
府
が
負
担
し
て
い
た
が
、

よ
り
日
常
的
な
（
1
1
通
常
の
朝
廷
運
営
）
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
朝
廷
は
幕

府
か
ら
の
金
銭
支
給
を
必
要
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
幕
府
に
と
っ
て
朝
廷

が
必
要
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
こ
う
し
た
金
銭

支
給
は
け
っ
し
て
近
世
を
通
じ
て
一
定
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
ど

か
の
改
変
が
あ
っ
た
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、
金
銭
支
給
の
具
体
的
な
内
容
（
支
給
額
や
支
給
形
態
な

ど
）
と
そ
の
変
化
、
お
よ
び
そ
れ
を
行
な
っ
た
幕
府
の
意
図
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
そ
の
時
期
の
朝
幕
関
係
の
内
実
と
そ
の
変
化
が
よ
り
具
体
的
に
見
え

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
常
的
な
レ
ベ
ル
で
の
幕
府
か
ら
朝
廷
へ

の
金
銭
支
給
や
そ
の
運
営
方
法
は
、
朝
幕
関
係
史
を
考
察
す
る
上
で
の
重
要

な
要
素
に
な
り
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
を
主
要
な
検
討
対
象
と
し
た
研
究
は
少

な
く
、
奥
野
高
広
氏
の
『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究
』
後
編
と
日
柳
彦
九
郎
氏

の
「
江
戸
時
代
の
記
録
に
現
れ
た
る
皇
室
費
（
一
）
、
（
二
）
、
（
三
）
」
が
お

　
　
　
　
　
（
2
）

も
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
近
世
当
初
、
禁
裏
の
お
も
な
収
入
は
「
禁
裏
料
」
か
ら
の
物
成
と
将
軍
・

大
名
・
寺
社
な
ど
か
ら
の
献
上
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
禁
裏
料
か
ら
の

物
成
は
京
都
代
官
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
朝
廷
の
勘
定
方
と
も
言
う
べ
き
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

向
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
口
向
は
旗
本
で
あ
る
禁
裏
付
に
よ
っ
て
統
括

さ
れ
、
そ
の
下
に
は
取
次
・
賄
頭
な
ど
の
口
向
役
人
が
い
た
。

　
一
方
、
諸
所
か
ら
の
献
上
物
は
奥
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
た
。
こ
の
奥
を
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統
括
し
た
の
は
女
房
で
あ
る
長
橋
局
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
京
都
所
司
代

（
以
下
、
所
司
代
と
略
す
）
や
禁
裏
付
が
奥
の
運
営
に
指
図
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

　
近
世
当
初
は
こ
う
し
た
収
入
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
時
代

が
下
る
に
連
れ
て
徐
々
に
支
出
が
増
大
し
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
享
保
（
一

七
一
六
～
一
七
三
六
）
年
間
に
は
支
出
超
過
の
状
態
に
陥
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
年
々
「
取
替
金
」
と
呼
ば
れ
る
無
利
子

無
年
限
の
貸
付
金
を
禁
裏
に
貸
し
付
け
、
そ
の
不
足
分
を
補
っ
た
が
、
禁
裏

か
ら
の
返
済
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　
や
が
て
、
宝
暦
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
年
間
末
頃
に
な
る
と
、
支
出

は
さ
ら
な
る
急
増
を
見
せ
始
め
、
そ
れ
に
伴
っ
て
取
替
金
の
貸
付
け
も
よ
り

頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

口
向
役
人
の
不
正
事
件
が
起
こ
る
と
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
幕
府
に

よ
る
禁
裏
の
収
支
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
調
査
結
果
が
参
考
に

さ
れ
た
上
で
、
安
永
七
年
か
ら
「
御
賄
御
入
用
御
定
高
制
度
」
（
以
後
、
定
高

制
と
略
す
）
が
禁
裏
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
定
高
制
と
は
、

口
向
の
年
間
の
予
算
に
上
限
を
加
え
（
銀
七
四
五
貫
目
）
、
さ
ら
に
奥
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
取
替
金
も
年
間
金
八
〇
〇
両
と
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
安
永
七
年
以
後
も
支
出
が
定
高
で
取
り
決
め
ら
れ
た
予
算
を
上

回
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
の
た
び
に
臨
時
の
取
替
金
が
必
要
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
松
平
定
信
の
申
入
れ
に
よ
っ
て
、
禁
裏
で
は
寛
政
二
（
一

七
九
二
）
年
か
ら
三
ヶ
年
に
渡
る
倹
約
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
つ
づ
く
寛
政
三
年
に
は
定
高
制
の
改
正
が
幕
府
か
ら
禁
裏
に
申
し
入

れ
ら
れ
た
。
こ
の
申
入
れ
の
内
容
は
、
享
保
年
間
以
来
蓄
積
さ
れ
て
い
る
取

替
金
の
未
返
済
分
を
す
べ
て
帳
消
し
に
し
た
上
で
、
以
後
、
口
向
・
奥
と
も

に
定
高
で
取
り
決
め
ら
れ
た
分
は
貸
付
け
で
は
な
く
、
進
上
、
す
な
わ
ち
す

べ
て
無
償
で
支
給
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
定
高
以
上
の
金
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

を
臨
時
に
支
給
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
し
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
、
口
向
定
高
の
う
ち
、
消
化
し
切
れ
な
か
っ
た
残
金
で
あ

る
余
銀
の
三
分
の
一
を
「
備
銀
」
と
し
て
貯
蓄
し
て
お
く
こ
と
も
定
め
ら
れ

た
（
残
り
は
奥
へ
支
給
）
。
こ
の
備
銀
は
臨
時
の
支
出
が
必
要
と
な
っ
た
際
に

適
宜
活
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
寛
政
七
・
八
年
頃
に
は
、
余
銀
の
九
分
の
二
を

「
荒
年
手
当
銀
」
と
し
て
貯
蓄
し
、
備
銀
と
同
じ
よ
う
に
活
用
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
余
銀
は
、
そ
の
三
分
の
一
が
備
銀
へ
、
九
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

二
が
荒
年
手
当
銀
へ
、
残
り
の
九
分
の
四
が
奥
へ
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
後
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
口
向
定
高
が
百
貫
ほ
ど
増
額
さ
れ
る

ま
で
、
こ
の
定
高
制
を
軸
に
し
た
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
た
だ
し
、
将
軍
・
大
名
・
寺
社
な
ど
か
ら
の
献
上
金
は
定
高
の
範
囲
外
で

あ
り
、
定
高
制
導
入
以
後
も
奥
の
大
き
な
収
入
源
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
し
た

が
っ
て
、
定
高
制
導
入
以
後
の
奥
の
収
入
は
、
定
高
金
八
〇
〇
両
・
諸
所
か

ら
の
献
上
金
・
余
銀
の
九
分
の
四
（
荒
年
手
当
銀
導
入
以
前
は
三
分
の
二
）
、

を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
と
お
り
、
基
本
的
に
は
所
司
代
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V

禁
裏
付
が
奥
の
運
営
に
指
図
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
先
行
研
究
の
精
緻
な
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
よ
う
な
点
が
明
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（
1
0
）

ら
か
に
さ
れ
て
き
が
、
こ
こ
か
ら
、
支
出
の
抑
制
を
狙
っ
て
、
定
高
制
の
改

正
や
備
銀
・
荒
年
手
当
銀
の
創
設
が
行
な
わ
れ
た
寛
政
年
間
が
ひ
と
つ
の
画

期
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

た
支
出
抑
制
策
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
規
定

が
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
く
わ
し
く
は
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
規
定
も
ま
た
、
寛
政
年
間
に
お
け
る
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
の
日
常
的

な
レ
ベ
ル
で
の
金
銭
支
給
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
従
来
と
く
に
何
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
こ
の
時
期
に
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
た
諸
規
定

の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
と
定
高

制
の
改
正
や
備
銀
な
ど
の
制
度
の
創
設
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
の
幕
府
か

ら
朝
廷
へ
の
金
銭
支
給
を
よ
り
総
体
的
に
捉
え
な
お
し
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

朝
幕
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
こ
う
し
た
制
度

や
規
定
が
実
際
に
は
ど
の
程
度
機
能
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
い
か
な
る
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
禁
裏
や
仙
洞
と
い
っ
た
各
御
所
の
会
計
は
別
個
に
行
わ
れ
て
お
り
、

幕
府
か
ら
の
金
銭
支
給
も
御
所
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
本
来

は
、
幕
府
と
各
御
所
と
の
関
係
を
個
別
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿

で
は
と
く
に
幕
府
と
、
各
御
所
の
代
表
格
で
あ
る
禁
裏
と
の
関
係
に
限
定
し

て
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
本
論
に
入
る
前
に
、
本
稿
で
お
も
に
用
い
る
史
料
「
御
所
々
御
入

　
　
　
（
1
2
）

用
筋
書
抜
」
の
性
格
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
史
料
は
幕
府
か

ら
朝
廷
へ
の
金
銭
支
給
に
関
す
る
数
少
な
い
ま
と
ま
っ
た
史
料
で
あ
り
、
非

常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
使

　
　
　
　
（
1
3
）

わ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
史
料
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
申
渡
し
や
覚
書
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
ほ
ぼ
、
①
老
中
か
ら
所
司
代
へ
の
申
渡
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
所
司
代

が
禁
裏
付
や
京
都
町
奉
行
ら
に
伝
え
て
い
る
も
の
、
②
禁
裏
付
や
京
都
町
奉

行
か
ら
所
司
代
へ
宛
て
ら
れ
た
伺
書
、
③
覚
書
、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
編
者
・
作
成
年
代
と
も
に
不
明
で
あ
る
が
、
収
め
ら
れ
て
い
る
史
料
の
年

代
は
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
ま
で
で
あ
る
の
で
、
作
成
年
代
は
安
政
五
年

頃
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
老
中
間
の
評
議
な
ど
、
江
戸
で
の
評

議
に
関
す
る
史
料
は
い
っ
さ
い
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
編

者
は
京
都
の
幕
府
役
人
と
推
測
さ
れ
る
。

第
葡
章
、
諸
制
度
・
諸
規
定
の
確
立

　
前
述
し
た
よ
う
に
寛
政
年
間
に
は
、
松
平
定
信
の
申
入
れ
に
よ
る
三
ヶ
年

の
倹
約
や
、
定
高
制
の
改
正
、
備
銀
・
荒
年
手
当
銀
の
創
設
が
行
わ
れ
、
支

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

出
の
抑
制
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
支
出
抑
制

策
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
が
あ
ら
た
に
設
け

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
く
に
何
の
指
摘
も
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
時
期
に
設
け
ら
れ
た
諸
規
定
の
内
容
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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（
一
）
、
人
件
費
に
関
す
る
規
定

　
次
に
挙
げ
る
【
史
料
一
】
は
、
寛
政
二
年
十
二
月
に
所
司
代
か
ら
付
武
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
寛
政
二
戌
年
十
二
月
太
田
備
中
守
殿
（
資
愛
、
所
司
代
）
御
達
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
附
江
、

　
　
非
蔵
人
々
数
之
儀
、
元
文
・
宝
暦
比
者
大
概
六
拾
人
高
二
有
之
候
処
、

　
　
明
和
之
比
よ
り
追
々
相
増
、
当
時
之
高
八
拾
人
余
二
相
成
候
由
、
且
、

　
　
一
旦
非
蔵
人
被
　
仰
付
候
得
者
、
世
禄
二
相
成
候
趣
二
候
、
左
候
而
者

　
　
向
後
減
候
術
者
無
之
、
不
容
易
事
二
候
、
依
之
、
以
来
万
一
不
法
失
錯

　
　
等
二
而
非
蔵
人
被
免
候
共
、
元
文
・
宝
暦
之
比
之
人
数
高
二
相
成
候
迄

　
　
者
新
規
被
　
召
出
之
儀
、
御
猶
予
有
之
度
事
二
存
候
、
御
宛
行
等
者
柳

　
　
之
儀
二
候
得
共
、
御
規
則
無
之
候
而
者
、
追
々
御
不
手
繰
之
基
た
る
へ

　
　
く
候
、
女
中
人
数
之
儀
も
同
前
之
事
二
候
、
右
之
趣
、
両
卿
江
可
相
達

　
　
旨
、
年
寄
衆
よ
り
申
来
、
則
相
達
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、
尤
以
来
非

　
　
蔵
人
井
女
中
之
人
数
高
御
宛
行
を
も
記
之
、
分
限
帳
之
趣
二
仕
立
、
自

　
　
分
方
江
力
又
者
各
之
方
、
何
れ
二
而
も
都
合
宜
方
二
差
置
候
様
、
年
寄

　
　
衆
よ
り
申
来
候
間
、
得
其
意
、
仕
立
候
ハ
＼
、
各
之
方
江
被
差
置
、
右

　
　
控
、
自
分
方
江
も
可
被
差
置
候
、
尤
代
リ
等
有
之
候
節
々
届
可
被
申
聞

　
　
候
、

　
　
　
十
二
月

　
こ
こ
か
ら
、
非
蔵
人
や
女
中
の
定
員
の
取
決
め
や
分
限
帳
の
作
成
に
よ
っ

て
、
人
件
費
の
抑
制
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
た
だ

し
、
あ
く
ま
で
免
職
不
補
充
を
定
め
て
い
る
だ
け
で
、
強
制
的
な
人
員
削
減

を
行
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
次
に
【
史
料
二
】
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
寛
政
十
年
正
月
十
日
付
の
達
書

で
、
老
中
か
ら
の
申
渡
し
を
所
司
代
が
禁
裏
付
や
仙
洞
付
に
伝
え
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
が
、
非
常
に
長
文
で
あ
る
た
め
、
必
要

な
部
分
だ
け
を
抜
粋
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
最
初
に
こ
の
史
料
の
全

体
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
こ
の
史
料
は
大
ま
か
に
分
け
て
、

　
　
①
「
御
所
口
向
人
数
元
極
無
之
二
付
、
各
々
追
々
被
取
調
、
此
度
人
数

　
　
　
取
極
候
」
と
い
う
趣
旨
の
伺
書
を
所
司
代
が
老
中
に
提
出
し
て
い
る

　
　
　
部
分
。

　
　
②
老
中
か
ら
の
返
答
が
所
司
代
に
伝
え
ら
れ
、
所
司
代
が
こ
れ
を
さ
ら

　
　
　
に
禁
裏
付
や
仙
洞
付
に
伝
え
て
い
る
部
分
。

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
②
の
部
分
が
次
に
挙
げ
る
【
史
料
二
】

　
（
1
6
）

で
あ
る
。

【
史
料
二
】

　
　
（
前
略
）
右
、
　
　
御
所
々
口
向
人
数
之
儀
、
安
永
三
午
年
御
取
締
被

　
　
仰
出
候
節
、
取
調
之
上
、
　
　
御
所
々
御
抱
之
も
の
人
数
取
極
候
処
、

　
　
此
度
取
調
申
遣
候
書
面
二
而
者
当
時
相
勤
居
候
人
数
を
以
取
極
候
趣
二

　
　
付
、
安
永
之
度
之
人
数
二
見
合
、
　
　
禁
裏
口
向
惣
人
数
二
而
弐
拾
壱

　
　
人
相
減
、
　
　
仙
洞
二
而
者
拾
壱
人
相
増
、
　
　
中
宮
之
方
者
寛
政
⊥
ハ

　
　
年
二
見
合
、
弐
人
相
増
候
旨
二
相
見
、
　
仙
洞
　
　
中
宮
者
元
人
数
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よ
り
相
増
、
　
　
禁
裏
之
方
者
安
永
度
二
見
合
、
人
数
減
少
候
故
、
右

　
　
之
通
二
而
向
後
御
差
支
無
之
候
ハ
、
、
伺
之
通
相
定
置
可
然
候
、
（
後
略
）

　
こ
こ
か
ら
、
安
永
三
年
に
各
御
所
の
口
向
役
人
の
定
員
規
定
が
取
り
決
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
寛
政
十
年
に
は
、
こ
の
安
永
三
年
の
規
定
が
参

考
に
さ
れ
つ
つ
、
ふ
た
た
び
規
定
の
取
り
決
め
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
（
1
7
）

が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
の
取
り
決
め
直
し
が
行
わ
れ
た
理
由
に
関
し

て
は
、
史
料
中
に
は
と
く
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
【
史
料
一
】
の
場
合
と

同
じ
く
、
人
件
費
の
抑
制
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
次
に
【
史
料
三
】
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
三
】

　
　
　
寛
政
三
亥
年
十
一
月
、
太
田
備
中
守
殿
（
資
愛
、
所
司
代
）
御
渡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
美
濃
守
（
利
明
、
京
都
町
奉
行
）
江
、

　
　
御
所
々
御
内
之
者
退
役
或
隠
居
相
願
、
御
宛
行
被
下
候
節
、
前
々
よ
り

　
　
奥
向
二
而
凡
取
極
被
申
出
候
仕
来
之
儀
、
畢
寛
以
前
者
　
　
御
所
々
御

　
　
料
物
成
を
以
年
分
御
取
賄
御
不
足
も
無
之
相
済
候
事
故
、
奥
向
之
取
計

　
　
二
茂
可
有
之
候
得
共
、
追
々
御
入
用
相
増
、
御
物
成
二
而
御
取
賄
難
相

　
　
済
候
二
付
、
享
保
年
中
始
而
御
取
替
之
儀
被
　
　
仰
出
、
其
後
次
第
二

　
　
御
手
張
二
相
成
、
年
々
御
物
成
高
よ
り
者
御
取
替
之
方
相
増
候
様
相
成

　
　
候
儀
二
付
、
都
而
御
蔵
米
出
方
　
　
御
所
限
御
取
扱
二
者
相
成
間
敷
儀

　
　
二
候
得
共
、
安
永
三
午
年
御
取
締
被
　
　
仰
出
候
後
も
隠
居
・
退
役
等

　
　
之
も
の
御
宛
行
前
々
仕
来
之
通
、
凡
奥
向
二
而
取
極
被
申
出
、
隠
居
・

　
　
退
役
之
後
も
勤
役
之
節
之
御
宛
行
高
其
侭
被
下
候
類
も
有
之
、
猶
更
不

　
相
当
之
儀
二
候
、
尤
関
東
之
御
振
合
二
而
者
御
抱
入
之
も
の
退
役
之
節

　
者
直
二
御
暇
被
下
候
儀
二
候
得
共
、
御
所
向
之
儀
者
前
々
よ
り
御
宛
行

　
被
下
来
候
儀
相
止
候
ハ
、
、
相
歎
候
向
も
可
有
之
二
付
、
向
後
数
十
ヶ

　
年
精
勤
二
而
七
拾
歳
以
上
之
も
の
江
当
勤
同
様
御
宛
行
被
下
候
儀
者
格

　
別
、
一
役
十
ヶ
年
以
上
相
勤
、
俸
も
相
勤
罷
在
候
拾
石
取
五
拾
歳
以
上

　
二
候
ハ
、
、
三
人
扶
持
、
九
石
以
下
侍
分
、
右
同
様
之
振
合
二
候
ハ
、
、

　
弐
人
扶
持
、
仕
丁
頭
以
下
者
壱
人
扶
持
、
何
茂
壱
人
五
合
扶
持
之
積
相

　
定
、
一
役
十
ヶ
年
以
下
之
勤
二
而
退
役
等
願
候
者
以
来
者
御
扶
持
不
被

　
下
積
被
心
得
、
是
迄
隠
居
・
退
役
後
、
御
宛
行
被
下
来
候
役
柄
之
向
者

　
其
節
勤
切
之
甲
乙
得
与
取
調
、
可
被
相
伺
候
、
右
之
趣
兼
而
奥
向
二
も

　
心
得
被
置
候
様
、
長
橋
局
並
仙
洞
・
女
院
両
局
江
も
可
被
相
達
候
、
「
但
、

　
病
気
二
而
引
篭
候
も
の
期
月
も
無
之
、
不
取
締
二
付
、
以
来
十
ヵ
月
二

　
及
候
ハ
、
、
退
役
相
願
候
様
可
被
申
渡
候
、
」

右
之
通
可
申
渡
旨
、
年
寄
衆
よ
り
申
来
候
二
付
、
御
附
之
者
江
申
渡
候

　
間
、
可
被
得
其
意
候
、

　
　
十
一
月

こ
れ
は
寛
政
三
年
十
一
月
付
の
も
の
で
、
「
御
所
々
之
御
内
之
者
」
、
つ
ま

り
各
御
所
に
勤
仕
す
る
口
向
役
人
の
隠
居
料
に
関
す
る
老
中
か
ら
の
申
渡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を
、
所
司
代
が
京
都
町
奉
行
に
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
口
向
役
人
の
隠
居
料
は
奥
の
判
断
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
隠
居
後
も
在
職
中
の
役
料
と
同
じ
だ
け
の
隠
居
料
が
与
え
ら
れ
る
者

も
な
か
に
は
い
た
。
老
中
ら
は
こ
れ
を
問
題
視
し
、
幕
府
に
お
い
て
は
最
下
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（
2
0
）

級
の
御
家
人
で
あ
る
抱
入
の
者
に
は
と
く
に
隠
居
料
を
与
え
て
い
な
い
こ
と

を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
口
向
役
人
に
退
役
後
も
在
職
中
の
役
料
と
同
額
の

隠
居
料
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
の
は
「
不
相
当
」
だ
と
し
た
。

　
そ
こ
で
改
正
が
図
ら
れ
、
隠
居
料
を
奥
の
判
断
で
決
定
す
る
こ
と
は
取
り

止
め
と
な
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
今
後
は
、
口
向
役
人
の
中
の
序
列
や
勤
続

年
数
な
ど
に
応
じ
た
細
か
な
規
定
を
あ
ら
た
に
取
り
決
め
、
そ
れ
に
則
っ
て

隠
居
料
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

【
史
料
三
】
か
ら
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
れ
も
ま

た
、
人
件
費
の
抑
制
を
狙
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
口
向
役

人
の
場
合
は
、
幕
府
に
お
け
る
抱
入
の
者
と
は
違
っ
て
、
隠
居
料
の
授
与
が

完
全
に
取
り
止
め
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
こ
の
規
定
は
、

奥
の
判
断
で
隠
居
料
が
無
制
限
に
決
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
嫌
っ
た
幕
府
が
、

こ
れ
に
一
定
の
制
限
を
加
え
よ
う
と
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
寛
政
三
年
に
は
口
向
役
人
の
見
習
の
任
命
に
関
す
る
規
定
も

　
　
　
　
　
（
2
1
）

設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
人
件
費
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
が

あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
（
あ
る
い
は
改
正
さ
れ
）
て
い
た
。
そ
の
狙
い
は
基
本

的
に
は
人
件
費
の
抑
制
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
二
）
、
規
定
の
遵
守

　
こ
こ
ま
で
寛
政
年
間
に
は
、
①
非
蔵
人
・
女
中
の
定
員
、
②
口
向
役
人
の

定
員
、
③
口
向
役
人
の
隠
居
料
な
ど
人
件
費
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
定
が

取
り
決
め
ら
れ
、
支
出
の
抑
制
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
規
定
は
そ
の
後
も
遵
守
さ
れ
続
け
た
の
だ
ろ
う

か
。　

ま
ず
、
非
蔵
人
・
女
中
の
定
員
規
定
に
関
し
て
、
【
史
料
四
】
を
検
討
し
よ

う
。
こ
の
史
料
は
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
に
所
司
代
か
ら
禁
裏
付
に
宛

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

　
①
ま
ず
、
奥
に
勤
仕
す
る
女
房
で
あ
る
大
乳
人
の
子
、
鴨
脚
為
丸
を
あ
ら

　
　
た
に
非
蔵
人
と
し
て
召
し
出
し
た
い
、
と
の
禁
裏
か
ら
の
要
望
を
武
家

　
　
伝
奏
が
禁
裏
付
に
伝
え
て
い
る
部
分
。

②
そ
の
後
、
禁
裏
付
が
作
成
し
た
取
調
書
と
禁
裏
か
ら
の
要
望
書
が
所
司

　
　
代
を
介
し
て
老
中
に
提
出
さ
れ
て
い
る
部
分
。

③
最
後
に
、
老
中
か
ら
の
返
答
が
所
司
代
に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に

　
　
禁
裏
付
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
部
分
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
②
・
③
の
部
分
を
次
に
挙
げ
る
。

【
史
料
四
】

　
　
（
前
略
）
尤
今
度
被
申
立
候
大
御
乳
人
勤
切
者
主
上
御
幼
稚
よ
り
御
随
従

　
　
申
上
候
間
、
品
能
被
申
立
之
御
趣
意
相
達
候
様
、
伝
　
奏
衆
被
申
聞
書

　
　
付
相
達
候
付
、
御
附
之
者
差
出
候
書
付
、
各
被
取
調
候
趣
共
、
江
戸
表

　
　
江
相
達
候
処
、
右
者
寛
政
二
年
相
達
候
趣
も
有
之
、
当
時
非
蔵
人
人
数
、

　
　
元
文
・
宝
暦
度
之
人
数
よ
り
相
減
候
儀
二
而
も
無
之
候
間
、
此
度
為
丸

　
　
儀
、
新
規
被
召
出
之
儀
、
御
猶
予
有
之
候
様
可
達
段
、
年
寄
衆
よ
り
申

　
　
来
候
間
、
為
心
得
相
達
候
、

　
　
　
正
月
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禁
裏
側
は
大
乳
人
の
功
労
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
子
で
あ

る
為
丸
を
非
蔵
人
と
し
て
あ
ら
た
に
召
し
出
す
こ
と
に
説
得
力
を
持
た
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
老
中
は
、
規
定
に
反
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

文
政
十
三
年
の
時
点
で
も
、
寛
政
二
年
の
定
員
規
定
は
遵
守
を
求
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
次
に
口
向
役
人
の
定
員
規
定
に
関
し
て
見
て
い
こ
う
。
「
御
所
々
御
入
用
筋

書
抜
」
に
は
所
司
代
か
ら
禁
裏
付
に
宛
て
ら
れ
た
弘
化
三
年
八
月
十
四
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

の
申
渡
し
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
口
向
役
人
の
一
種
で
あ
る

取
次
の
加
勢
、
渡
辺
甲
斐
を
正
式
に
取
次
本
役
に
任
命
し
た
い
、
と
の
禁
裏

か
ら
の
要
望
に
対
す
る
老
中
の
返
答
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の

中
で
老
中
は
、
「
（
筆
者
註
…
禁
裏
か
ら
の
要
望
は
）
御
所
々
御
内
役
人
人
数

定
之
規
矩
二
相
響
、
不
容
易
儀
二
付
、
難
承
届
（
後
略
）
」
と
述
べ
て
お
り
、

寛
政
十
年
に
取
り
決
め
直
さ
れ
た
口
向
役
人
の
定
員
規
定
に
反
す
る
と
し
て
、

禁
裏
側
の
要
望
を
認
め
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
定
員
規
定
は
遵
守
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
も
う
少
し
検
討
し
て
い
こ
う
。
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」

の
中
に
は
、
口
向
の
各
役
職
の
職
務
と
定
員
、
お
よ
び
寛
政
九
年
時
点
で
の

在
職
者
数
な
ど
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
「
寛
政
九
年
、
禁
裏
口
向
、
取
次
以

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

下
仕
丁
迄
人
数
書
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
作
成
者
不
明
の
史
料
で
は
あ
る
・

が
、
寛
政
十
年
に
取
り
決
め
直
さ
れ
た
口
向
役
人
の
定
員
規
定
の
草
案
か
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
規
定
の
具
体
的
な
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（単位：名）表、ロ向役人の定員の比較

①寛政10年の規定 ②幕末の定員 差（②一①）

取次 7 7 ±0

賄頭 1 1 ±0

勘使 4 4 ±0

御膳番 5 5 ±0

修理職 3 合 ±0

賄方 6 6 ±0

板元吟味方 2 3 十1

板元 8 ？ ？

鍵番 6 50r6 一10r±0

奏者番 4 4 ±0

使番頭 3 3 ±0

小間使 5 5 ±0

使番 ？ ？ ？
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一
方
、
『
幕
末
の
宮
廷
』
に
は
、
幕
末
に
お
け
る
口
向
役
人
の
定
員
が
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

べ
て
で
は
な
い
が
、
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
幕
末

の
口
向
役
人
の
定
員
と
寛
政
十
年
に
取
り
決
め
直
さ
れ
た
そ
れ
と
を
ま
と
め

る
と
、
前
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
前
頁
の
表
か
ら
、
定
員
の
数
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
役
職
で
変
化
し
て
い
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
幕
末
に
至
っ
て
も
、
定
員
規
定
は
ほ
ぼ
遵
守
さ
れ
て

い
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
★
小
括

　
安
永
年
間
に
定
高
制
が
導
入
さ
れ
た
後
も
、
禁
裏
の
支
出
は
定
高
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
御
所
の
数
自
体
も
少
な

く
は
な
か
っ
た
た
め
、
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
の
金
銭
支
給
も
そ
の
分
大
き
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
定
高
制
導
入
以
後
も
、

幕
府
か
ら
の
金
銭
支
給
は
過
多
の
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
当
然
、
倹
約
を
基
調
と
し
た
寛
政
改
革
下
の
幕
府
に
よ
っ

て
問
題
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
支
出
の
抑
制
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
奥
野
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
定
信
の
申
入
れ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

三
年
間
の
倹
約
や
定
高
制
の
改
正
、
備
銀
・
荒
年
手
当
銀
の
創
設
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
実
は
こ
の
時
期
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
非
蔵
人
や
口
向
役
人
の

定
員
規
定
な
ど
人
件
費
に
関
す
る
も
の
を
中
心
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

が
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
支
出
の
抑
制
は
よ

り
総
合
的
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
時
の
幕
府
は
、
強
制
的
な
非
蔵
人
の
人
数
の
削
減
な
ど
積

極
的
な
支
出
の
削
減
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
定
高
制
改
正
の
際
も
、

老
中
は
所
司
代
ら
在
京
幕
府
役
人
に
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
天
皇
・
仙
洞
・

女
院
が
不
自
由
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
繰
り
返
し
厳

　
　
　
（
3
1
）

命
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幕
府
は
禁
裏
の
諸
支
出
が
無
制
限
に
膨
張
す
る
こ

と
を
嫌
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
厳
し
い
制
限
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
朝
幕
関
係
に
対
す
る
幕
府
の
一
定
の
配
慮
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
諸
規
定
が
設
け
ら
れ
た
後
も
、
禁
裏
側
が
規
定
の
枠
を

超
え
た
要
望
を
申
し
入
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
し
か
し
、
所
司
代
・

老
中
ら
は
規
定
の
遵
守
を
あ
く
ま
で
求
め
、
禁
裏
側
の
要
望
を
認
め
よ
う
と

は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
設
け
ら
れ
た
諸
規
定
は
、
基
本
的
に
は
以
後

幕
末
に
至
る
ま
で
遵
守
さ
れ
続
け
た
と
言
え
る
。

第
二
章
、
寛
政
～
文
化
期
の
定
高
制
と
光
格
天
皇

　
こ
の
よ
う
に
、
寛
政
年
間
に
は
諸
制
度
・
諸
規
定
が
整
備
さ
れ
、
支
出
の

抑
制
が
図
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
こ
う
し
た
制
度
・
規
定
、
と
く
に
そ
の

根
幹
で
あ
っ
た
定
高
制
は
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
、
機
能
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
、
定
高
制
改
正
直
後
の
口
向
の
支
出
は
数
年
に
わ
た
っ
て
定
高

の
範
囲
内
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
寛
政
十
二
年
の
支
出
は
定
高
を
超
過
す
る
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（
3
2
）

こ
と
十
貫
目
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
総

体
と
し
て
寛
政
・
文
化
期
に
定
高
制
が
機
能
し
た
の
か
、
ま
た
支
出
に
は
ど

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
章
で
は
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
一
）
、
寛
政
～
文
化
期
の
定
高
制

　
ま
ず
、
定
高
制
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
次
に
挙
げ
る
【
史

料
五
】
は
、
老
中
か
ら
の
申
渡
し
を
所
司
代
が
付
武
家
に
伝
え
て
い
る
も
の

　
（
3
3
）

で
あ
る
。

【
史
料
五
】

　
　
　
嘉
永
四
亥
年
九
月
五
日
内
藤
紀
伊
守
殿
（
信
親
、
所
司
代
）
御
渡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
附
江
、

　
　
当
今
常
々
　
　
御
慰
事
茂
不
被
為
在
、
春
秋
両
度
能
　
　
御
覧
之
外
、

　
　
格
別
御
手
軽
二
而
今
三
ヶ
度
被
　
仰
出
度
　
　
御
沙
汰
之
通
相
整
候
様
、

　
　
伝
　
奏
衆
被
申
聞
候
二
付
、
御
附
之
者
取
調
、
差
出
候
書
付
各
江
達
、

　
　
被
取
調
候
上
、
江
戸
表
江
相
達
候
処
、
春
秋
両
度
之
外
、
能
　
　
御
覧

　
　
可
被
　
仰
出
候
儀
者
　
　
御
慰
之
儀
二
付
、
御
都
合
次
第
之
事
二
候
得

　
　
共
、
近
年
之
様
御
賄
御
余
銀
減
少
候
而
者
御
備
銀
茂
難
出
来
、
奥
上
等

　
　
相
減
、
於
奥
向
茂
御
不
都
合
二
相
成
候
儀
二
付
、
此
上
臨
時
御
入
用
等

　
　
茂
御
手
張
不
相
成
様
取
計
、
御
賄
御
余
銀
、
寛
政
・
文
化
之
御
時
節
二

　
　
准
、
御
備
銀
・
奥
上
等
茂
出
来
候
年
柄
者
　
　
御
沙
汰
之
通
能
　
　
御

　
　
覧
被
　
仰
出
候
而
茂
御
差
支
有
之
間
敷
候
間
、
右
之
趣
被
相
心
得
被
取

　
　
計
候
様
、
伝
　
奏
衆
江
程
能
可
及
挨
拶
旨
、
御
附
之
者
江
申
渡
、
右
之

　
　
趣
各
江
茂
可
達
段
、
年
寄
衆
よ
り
申
来
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、

　
　
　
九
月

　
現
在
、
年
二
回
ほ
ど
行
っ
て
い
る
禁
裏
で
の
能
の
開
催
を
今
後
は
手
軽
な

も
の
で
良
い
の
で
、
あ
と
三
回
ほ
ど
増
や
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
禁
裏
か
ら

の
要
望
に
対
す
る
老
中
の
返
答
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
定
高
で
取
り
決
め
ら
れ
た
一
ヶ
年
の
口
向
の
予
算
は

七
四
五
貫
目
で
あ
り
、
消
化
し
切
れ
な
か
っ
た
分
（
余
銀
）
は
、
備
銀
、
荒

年
手
当
銀
、
奥
に
支
給
の
分
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
制

度
の
近
年
の
状
況
に
つ
い
て
老
中
は
、
支
出
の
増
大
に
よ
っ
て
、
毎
年
で
き

る
余
銀
そ
の
も
の
が
非
常
に
少
額
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
必
然
的

に
そ
こ
か
ら
の
備
銀
や
奥
へ
の
配
分
も
少
額
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
奥
も
不
都
合
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
説
明

を
加
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
た
上
で
老
中
は
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
上
の

臨
時
の
支
出
が
必
要
に
な
る
よ
う
な
こ
と
に
は
賛
同
で
き
な
い
が
、
寛
政
・

文
化
年
聞
の
よ
う
に
、
余
銀
が
多
分
に
で
き
る
ほ
ど
余
裕
が
あ
る
年
に
限
っ

て
は
問
題
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
寛
政
～
文
化
期
に
お
い
て
は
、
口
向
の
支
出
は
定
高
の
範
囲

内
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
備
銀
や
荒
年
手
当
銀
に
は
十
分
な
貯
蓄
が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
生
じ
た
理
由
は
、
史
料
中
に

は
と
く
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
し
た
諸
制
度
・
諸
規
定
や
、
定
信
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の
申
入
れ
に
よ
っ
て
禁
裏
で
行
わ
れ
た
厳
し
い
倹
約
の
成
果
に
よ
る
も
の
だ

と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
寛
政
年
間
末
期
か
ら
文
化
年
間
初
期
に
か
け
て

は
徐
々
に
支
出
増
大
の
兆
候
も
見
え
始
め
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
、
寛

政
十
二
年
の
口
向
の
支
出
が
定
高
を
十
貫
目
以
上
超
過
し
て
い
た
と
い
う
奥

　
　
　
　
（
3
4
）

野
氏
の
指
摘
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
示
す
事
例
は
ほ
か

に
も
散
見
さ
れ
る
の
で
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
ま
ず
、
武
家
伝
奏
広
橋
伊
光
の
公
用
日
記
で
あ
る
「
伊
光
記
」
の
文
化
七

年
九
月
十
八
日
条
に
は
、
「
御
取
締
之
事
、
近
来
、
恐
悦
事
等
二
而
御
用
途
多

相
成
候
間
、
一
統
取
締
候
様
以
関
白
殿
被
　
仰
出
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

近
年
「
恐
悦
事
」
1
1
吉
事
の
多
発
に
よ
っ
て
支
出
が
増
大
し
て
い
る
の
で
、

取
締
り
を
図
る
よ
う
に
、
と
の
天
皇
の
命
が
関
白
を
介
し
て
公
家
衆
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
知
の
と
お
り
、
光
格
天
皇
は
多
く
の
子
供

を
儲
け
た
が
、
そ
れ
は
支
出
の
増
大
を
招
く
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

　
（
3
6
）

れ
よ
う
。

　
ま
た
、
「
伊
光
記
」
の
文
化
四
年
十
二
月
二
十
三
日
条
に
も
注
目
す
べ
き
記

事
が
あ
る
。

【
史
料
⊥
ハ
】

　
　
一
、
拝
領
・
拝
借
之
人
々
、
当
年
者
御
事
多
候
間
、
両
様
共
不
及
御
沙

　
　
　
　
汰
候
、
宜
申
達
以
但
馬
被
申
出
候
、
「
於
長
橋
者
気
毒
二
被
存
之
由

　
　
　
　
也
、
」
「
廿
五
日
、
園
池
・
交
野
・
岡
崎
拝
借
、
桜
井
・
堤
・
慈
光

　
　
　
　
寺
・
山
井
・
穂
波
・
豊
岡
等
拝
領
、
各
不
及
御
沙
汰
旨
、
懇
申
渡
候
、
」

　
山
口
和
夫
氏
に
よ
る
と
、
十
七
世
紀
後
半
以
降
、
公
家
衆
は
、
①
上
層
の

摂
家
、
②
旧
家
に
、
外
戚
関
係
・
職
制
登
用
な
ど
で
納
言
昇
進
の
例
を
築
い

た
一
部
新
家
な
ど
が
加
わ
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
間
層
、
③
三
〇
石
三
人
扶
持

で
、
職
制
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
新
家
で
構
成
さ
れ
る
下
積

み
層
、
の
三
つ
の
階
層
に
固
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
③
の
い
わ
ば
下
級
公

家
衆
は
、
家
職
の
組
織
も
官
位
執
奏
に
よ
る
収
入
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

め
、
近
世
を
通
じ
て
困
窮
に
喘
ぐ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
下
級
公
家
衆
か
ら
の
拝
領
金
・
拝
借
金
願
い
は
近
世
を
通
じ
て

　
　
　
（
3
8
）

多
く
見
ら
れ
、
彼
ら
が
生
計
を
立
て
る
上
で
必
須
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
【
史
料
六
】
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
願
い
は
支
出
の

増
大
を
理
由
に
却
下
さ
れ
て
い
る
。

　
支
出
の
増
大
が
下
級
公
家
衆
の
生
活
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と

を
示
す
一
例
だ
と
言
え
る
が
、
こ
こ
で
は
拝
領
金
・
拝
借
金
を
下
級
公
家
衆

に
出
す
余
裕
が
な
く
な
る
ほ
ど
、
奥
の
支
出
が
増
大
し
て
い
た
点
に
注
目
し

た
い
。

　
　
（
二
）
、
光
格
天
皇
と
定
高
制

　
こ
の
よ
う
に
寛
政
年
間
末
期
か
ら
文
化
年
間
初
期
に
か
け
て
は
、
徐
々
に

支
出
の
増
大
が
始
ま
っ
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ

は
吉
事
の
増
加
で
あ
っ
た
が
、
ほ
か
に
は
ど
う
い
っ
た
要
因
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
を
検
討
す
る
上
で
、
「
伊
光
記
」
の
文
化
二
年
五
月
十
四
日
条
の
記
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事
は
興
味
深
い
。
そ
の
内
容
は
、
奥
を
統
括
す
る
長
橋
局
が
武
家
伝
奏
を
介

し
て
、
近
年
の
支
出
増
大
に
よ
っ
て
苦
し
い
状
況
に
あ
る
奥
へ
、
備
銀
の
う

ち
か
ら
金
三
〇
〇
両
ほ
ど
を
支
給
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
所
司
代

に
要
望
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
長
橋
局
が
近
年
の
支
出
増
大

の
原
因
を
述
べ
て
い
る
部
分
を
次
に
挙
げ
る
。

【
史
料
七
】

　
　
（
前
略
）
其
訳
者
、
和
歌
御
用
等
、
毎
月
度
々
被
為
有
、
元
日
よ
り
御
執

　
　
行
之
事
有
之
、
其
上
、
於
　
当
御
代
者
御
敬
心
二
付
、
毎
月
御
法
楽
一

　
　
箇
度
相
加
候
、
且
恒
例
所
々
御
祈
祷
之
外
、
其
由
緒
相
正
寺
社
者
御
吟

　
　
味
之
上
、
御
祈
祷
被
　
仰
出
候
儀
も
彼
是
有
之
候
、
右
御
初
穂
、
前
二

　
　
者
自
口
向
も
差
出
候
へ
共
、
御
取
締
以
後
者
推
而
被
　
仰
下
候
儀
も
御

　
　
取
締
之
ゆ
る
み
二
相
拘
候
間
、
無
其
儀
候
、
又
御
祈
祷
不
被
　
仰
付
候

　
　
儀
も
実
々
　
御
心
障
二
被
為
有
候
二
付
、
不
得
止
自
奥
上
之
内
多
分
被

　
　
出
之
候
、
其
上
、
　
御
近
代
二
相
超
候
年
久
御
在
位
二
被
為
有
候
間
、

　
　
彼
是
御
委
被
　
仰
出
候
儀
も
有
之
、
廉
立
候
事
と
ハ
無
之
候
へ
共
、
御

　
　
事
多
、
無
拠
自
然
ト
相
増
候
儀
も
有
之
候
、
（
後
略
）

　
こ
こ
か
ら
、
奥
の
近
年
の
支
出
増
大
は
、
光
格
天
皇
に
よ
る
、
①
頻
繁
な

和
歌
会
の
開
催
、
②
法
楽
の
増
加
、
③
寺
社
へ
の
祈
祷
料
の
増
大
、
④
頻
繁

に
発
せ
ら
れ
る
細
か
い
要
望
が
そ
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
①
頻
繁
な
和
歌
会
の
開
催
に
つ
い
て
。
盛
田
帝
子
氏
は
、
寛
政
期

に
は
光
格
天
皇
が
自
身
を
中
心
と
し
た
歌
壇
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

　
　
　
　
（
3
9
）

か
に
し
て
い
る
。
光
格
天
皇
の
狙
い
の
ひ
と
つ
は
、
公
家
社
会
に
お
け
る
自

身
の
存
在
感
の
強
化
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
は
当
然
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

さ
ま
ざ
ま
な
出
費
を
伴
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
次
に
、
②
法
楽
の
増
加
・
③
寺
社
へ
の
祈
祷
料
の
増
大
に
つ
い
て
。
藤
田

覚
氏
に
よ
る
と
、
光
格
天
皇
は
そ
の
存
命
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
事
を
復
古
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

再
興
さ
せ
、
朝
廷
権
威
の
上
昇
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
②
・
③
の
よ
う
な
、

法
楽
の
頻
繁
な
開
催
や
、
由
緒
は
正
し
い
が
、
こ
れ
ま
で
は
と
く
に
祈
祷
を

命
じ
て
い
な
か
っ
た
寺
社
に
あ
ら
た
に
祈
祷
を
命
じ
た
り
す
る
よ
う
な
動
き

も
ま
た
、
そ
う
し
た
神
事
復
古
・
再
興
運
動
の
一
環
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
④
頻
繁
に
発
せ
ら
れ
る
細
か
い
要
望
に
つ
い
て
。
こ
こ
か
ら
、

長
年
在
位
し
、
細
か
い
要
望
を
頻
繁
に
繰
り
返
す
光
格
天
皇
の
姿
が
見
て
取

れ
る
。
光
格
天
皇
自
身
が
積
極
的
に
発
言
を
し
、
存
在
感
を
示
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
【
史
料
七
】
か
ら
は
、
光
格
天
皇
の
積
極
的
な
諸
活
動
が
支

出
の
増
大
を
招
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
　
★
小
括

　
寛
政
年
間
末
期
か
ら
文
化
年
間
初
期
に
か
け
て
は
、
吉
事
の
多
発
・
頻
繁

な
和
歌
会
の
開
催
・
法
楽
や
寺
社
へ
の
祈
祷
料
の
増
大
・
光
格
天
皇
自
身
が

細
か
な
要
望
を
頻
繁
に
繰
り
返
し
た
こ
と
と
い
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
、
支
出

の
増
大
が
始
ま
っ
た
。
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そ
れ
で
も
こ
の
時
期
は
、
天
保
年
間
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
余
裕
が

あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
に
は
備
銀
や
荒
年
手
当
銀
に
十

分
な
貯
蓄
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
出
の
増
大
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
逆
に
言
え
ば
、
光
格
天
皇
が
積
極
的
に
行
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、

備
銀
や
荒
年
手
当
銀
の
貯
蓄
と
い
っ
た
金
銭
的
な
基
盤
が
あ
っ
て
始
め
て
成

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
奥
野
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
寛
政
年
間
（
と
く
に
そ
の
初
期
）

に
は
、
支
出
の
増
大
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
定
高
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
V

の
改
正
や
備
銀
・
荒
年
手
当
銀
の
創
設
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
の

時
期
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
人
件
費
に
関
す
る
も
の
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
規
定
が
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
総
合
的
な
形
で
支
出
の
抑

制
が
図
ら
れ
て
い
た
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
諸
制
度
・
諸
規
定
は
、
け
っ
し
て
強
制
的
な
支
出
の

大
幅
削
減
を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
無
限
に
膨
張
し
が
ち
で
あ
っ

た
支
出
の
増
大
に
一
定
の
枠
組
み
を
設
け
、
抑
制
を
図
ろ
う
と
し
た
だ
け
の

も
の
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
幕
府
は
支
出
の
抑
制
が
朝
幕
関
係
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
注
意
し
て
お
り
、
こ
こ
に
朝
幕
関
係
に
対
す
る
幕

府
の
一
定
の
配
慮
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
諸
制
度
・
諸
規
定
は
寛
政
年
間
初
期
か

ら
後
期
に
か
け
て
は
円
滑
に
機
能
し
た
。
そ
の
た
め
、
備
銀
や
荒
年
手
当
銀

に
は
多
額
の
貯
蓄
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
寛
政
年
間
末
期
か
ら

文
化
年
間
初
期
頃
に
な
る
と
、
光
格
天
皇
自
身
に
よ
る
、
頻
繁
な
和
歌
会
の

開
催
・
法
楽
や
寺
社
へ
の
祈
祷
料
の
増
大
・
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
る
細
か
い

要
望
、
吉
事
の
増
加
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
支
出
が
増
大
し
て
い
っ

た
。
そ
の
結
果
、
備
銀
や
荒
年
手
当
銀
の
貯
蓄
は
次
々
に
喰
い
潰
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
寛
政
～
文
化
期
に
お
い
て
光
格
天
皇
は
、
歌
壇
の
形
成
や
諸
神
事
の
復
古

　
　
（
4
4
）

や
再
興
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
天

皇
の
活
動
が
朝
幕
関
係
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
と
思
う
が
、
し
か
し
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
備
銀

や
荒
年
手
当
銀
の
貯
蓄
と
い
っ
た
一
定
の
金
銭
的
基
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

　
　
　
　
　
（
4
5
）

摘
し
て
お
き
た
い
。

＿註1

（
附
記
）
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
第
一
回
大
会
当
日
と
そ
の
準
備
報

告
な
ど
の
場
に
お
い
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
念
を
示
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
そ
れ

ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
、
大
会
当
日
の
報
告
に
加
筆
・
修
正
し
た

も
の
で
あ
る
。

奥
野
高
広
『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究
』
後
編
（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
四
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年
）
、
武
部
敏
雄
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』

　
　
四
、
一
九
五
四
年
）
、
藤
田
覚
「
寛
政
内
裏
造
営
を
め
ぐ
る
朝
幕
関
係
」
（
『
日

　
　
本
歴
史
』
五
一
七
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
2
）
　
日
柳
彦
九
郎
『
山
口
商
学
雑
誌
』
四
～
六
、
一
九
二
七
年
。
奥
野
に
つ
い

　
　
て
は
、
前
掲
註
（
1
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
禁
裏
料
を
扱
っ
た
橋
本

　
　
政
宣
「
江
戸
時
代
の
禁
裏
御
料
と
公
家
領
」
（
『
近
世
公
家
社
会
の
研
究
』
（
吉

　
　
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
は
『
歴
史
と
地
理
』
二
七
九
、
一
九
七
八

　
　
年
）
、
公
家
領
を
扱
っ
た
大
谷
光
男
「
近
世
土
御
門
家
領
に
つ
い
て
」
（
『
東

　
　
洋
研
究
』
一
四
五
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
も
あ
る
。

（
3
）
禁
裏
や
仙
洞
と
い
っ
た
各
御
所
の
会
計
は
別
個
に
行
わ
れ
て
お
り
、
幕
府

　
　
か
ら
の
金
銭
支
給
も
各
御
所
ご
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
、
幕
府

　
　
と
各
御
所
の
代
表
格
で
あ
る
禁
裏
と
の
関
係
に
限
定
し
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら

　
　
か
に
な
っ
て
い
る
点
を
ま
と
め
て
い
く
。

（
4
）
　
禁
裏
に
付
け
ら
れ
た
も
の
を
「
禁
裏
付
」
、
仙
洞
に
付
け
ら
れ
た
も
の
を

　
　
「
仙
洞
付
」
と
呼
ん
だ
。
か
れ
ら
は
「
付
武
家
」
と
総
称
さ
れ
た
。

（
5
）
取
次
・
賄
頭
な
ど
の
口
向
役
人
が
不
正
を
行
い
、
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た

　
　
こ
と
に
対
し
て
、
京
都
町
奉
行
ら
の
捜
査
が
入
っ
た
事
件
。
こ
の
後
、
賄
頭
・

　
　
勘
使
な
ど
一
部
の
口
向
の
役
職
に
は
幕
臣
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
前

　
　
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
四
六
～
四
四
九
頁
）
。
な
お
、
こ
の
事
件
に
つ
い

　
　
て
は
平
井
誠
二
氏
が
「
江
戸
時
代
の
公
家
の
流
罪
に
つ
い
て
」
（
『
大
蔵
山
論

　
　
集
』
二
九
、
一
九
九
一
年
）
の
中
で
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

（
6
）
た
だ
し
、
こ
う
し
た
制
度
自
体
は
幕
府
の
各
役
所
に
お
い
て
は
す
で
に
寛

　
　
延
三
（
一
七
四
八
）
年
ご
ろ
か
ら
広
く
導
入
さ
れ
て
い
た
（
大
石
慎
三
郎
「
宝

　
　
暦
・
天
明
期
の
幕
政
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
十
一
　
近
世
三
』
岩
波
書
店
、

　
　
一
九
七
六
年
、
一
五
八
頁
）
。
禁
裏
へ
の
定
高
制
の
導
入
も
あ
く
ま
で
そ
う

　
　
し
た
流
れ
の
一
環
で
あ
り
、
幕
府
は
禁
裏
に
対
し
て
の
み
厳
し
い
姿
勢
で
臨

　
　
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
拙
稿
「
十
八
世
紀
の
京
都
所
司
代
と
朝
廷
」
『
論

　
　
集
き
ん
せ
い
』
二
九
、
二
〇
〇
七
年
）
。

（
7
）
な
お
、
大
嘗
祭
な
ど
大
規
模
な
儀
式
の
費
用
に
関
し
て
は
、
定
高
と
は
別

　
　
に
幕
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
8
）
仮
に
あ
る
年
の
支
出
が
七
〇
〇
貫
目
だ
っ
た
と
す
る
と
、
余
銀
は
四
五
貫

　
　
目
に
な
る
。
こ
の
四
五
貫
目
の
三
分
の
一
で
あ
る
十
五
貫
目
が
備
銀
に
な
り
、

　
　
十
貫
目
が
荒
年
手
当
銀
に
な
る
。
残
り
の
二
〇
貫
目
は
奥
へ
支
給
さ
れ
る
。

（
9
）
な
お
、
奥
の
収
支
に
関
す
る
史
料
は
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

　
　
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

　
　
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
宇
下
人
言
」
（
『
宇
下
人
言
・
修
行
録
』
岩
波
文
庫
、

　
　
一
〇
〇
頁
）
に
、

　
　
　
（
前
略
）
禁
裏
御
入
用
年
を
経
て
倍
増
せ
し
な
り
。
（
中
略
）
安
永
之
比
之

　
　
　
御
入
用
に
も
猶
ま
し
に
ま
し
た
れ
ど
せ
ん
か
た
も
な
き
さ
ま
な
り
。
さ

　
　
　
て
し
も
あ
る
べ
き
事
な
ら
ね
ば
所
司
代
「
太
田
資
愛
朝
臣
也
」
へ
も
く

　
　
　
ま
ぐ
ま
い
ひ
や
り
、
関
白
殿
へ
も
御
用
度
可
被
節
事
等
い
ひ
上
り
し
に

　
　
　
よ
り
て
、
享
保
・
元
文
の
御
入
用
を
被
糺
し
に
今
に
は
倍
増
し
た
り
け

　
　
　
り
。
こ
れ
に
よ
つ
て
御
節
用
の
事
被
仰
出
被
取
用
し
に
ぞ
、
す
で
に
戌
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年
な
ど
よ
り
減
じ
て
ち
か
き
の
比
之
半
も
減
じ
た
り
。

　
　
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
1
1
）
な
お
、
奥
野
氏
・
日
柳
氏
の
研
究
に
は
、
幕
府
の
財
政
状
況
・
財
政
政
策

　
　
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
、
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
筆
者
が
前
稿
（
前
掲

　
　
註
（
6
）
参
照
）
で
宝
暦
～
安
永
期
を
対
象
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
幕
府

　
　
か
ら
の
金
銭
支
給
と
そ
の
時
期
の
幕
府
の
財
政
状
況
・
政
策
と
に
は
密
接
な

　
　
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
も
十
分
な
注
意
を

　
　
払
っ
て
い
き
た
い
。

（
1
2
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

（
1
3
）
　
藤
田
覚
氏
が
「
天
保
期
の
朝
廷
と
幕
府
」
（
『
近
世
政
治
史
と
天
皇
』
吉

　
　
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
で
多
少
用
い
て
い
る
だ
け
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
1
4
）
　
前
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
五
二
～
四
五
八
頁
。

（
1
5
）
　
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
第
五
巻
、
御
所
々
御
内
井
女
中
人
数
等
之
儀
。

（
1
6
）
　
同
前
。

（
1
7
）
安
永
三
年
に
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
御
所
口
向

　
　
人
数
元
極
無
之
二
付
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
え
な
い
。

　
　
何
ら
か
の
間
違
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
西

　
　
村
慎
太
郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
口
向
役
人
の
総
数
は
前
述
し
た
安
永
年

　
　
間
の
口
向
役
人
の
不
正
事
件
以
後
、
大
き
く
変
動
し
て
い
な
い
そ
う
で
あ
る
。

　
　
こ
の
規
定
の
取
り
決
め
な
お
し
は
規
定
の
遵
守
の
再
確
認
を
通
じ
て
支
出
の

　
　
抑
制
を
図
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

（
1
8
）
　
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
第
五
巻
、
御
所
々
御
内
井
女
中
人
数
等
之
儀
。

（
1
9
）
な
お
、
史
料
中
に
「
侍
分
」
と
あ
る
が
、
口
向
役
人
は
上
級
職
で
あ
る
「
侍

　
　
分
」
と
、
下
級
職
で
あ
る
「
仕
丁
（
も
し
く
は
下
部
）
」
に
分
け
ら
れ
て
い

　
　
た
。
侍
分
は
取
次
・
賄
頭
・
勘
使
・
御
膳
番
・
修
理
職
・
賄
方
・
板
元
吟
味

　
　
方
・
板
元
・
鍵
番
・
奏
者
番
・
使
番
番
頭
・
使
番
・
小
間
使
の
総
称
で
あ
り
、

　
　
仕
丁
は
根
来
同
心
・
六
門
番
な
ど
の
各
門
番
・
使
番
の
若
党
な
ど
「
そ
の
ほ

　
　
か
い
ろ
い
ろ
の
も
の
」
の
総
称
で
あ
る
（
下
橋
敬
長
述
、
羽
倉
敬
尚
註
『
幕

　
　
末
の
宮
廷
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
三
一
五
頁
）
。

（
2
0
）
原
則
的
に
は
、
退
役
後
は
扶
持
を
離
れ
御
家
人
の
身
分
を
失
い
、
家
督
相

　
　
続
も
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
高
柳
金
芳
『
江
戸
時
代
御
家
人
の
研
究
』
遊

　
　
山
閣
、
一
九
六
⊥
ハ
年
、
三
二
、
六
九
～
七
一
頁
）
。

（
2
1
）
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
第
五
巻
、
御
所
々
御
内
井
女
中
人
数
等
之
儀
に

　
　
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
寛
政
二
戌
年
十
二
月
太
田
備
中
守
殿
（
資
愛
、
所
司
代
）
御
達
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
美
濃
守
（
利
恭
、
京
都
町
奉
行
）
江
、

　
　
禁
裏
御
内
之
者
見
習
等
被
　
召
出
候
節
、
取
計
方
書
付
、
御
附
よ
り
取
調
、

　
　
　
差
出
候
付
、
遂
一
覧
候
、
是
迄
所
司
代
江
伺
候
儀
者
無
之
仕
来
之
趣
二
候

　
　
得
共
、
安
永
五
（
三
力
、
マ
マ
）
午
年
　
　
禁
裏
其
外
、
　
　
御
所
々
御
内

　
　
之
者
新
規
被
　
召
出
等
之
節
、
所
司
代
江
可
相
伺
旨
、
相
達
置
候
処
、
安

　
　
永
四
未
年
山
村
信
濃
守
・
天
野
近
江
守
評
議
之
上
、
取
調
、
元
改
差
出
置
、

　
　
御
附
手
限
二
而
取
計
来
候
趣
二
候
得
共
、
左
候
而
者
申
年
達
置
候
儀
も
相

　
　
振
、
井
見
習
等
被
下
候
御
宛
行
・
御
扶
持
方
之
儀
者
新
規
御
取
立
二
者
無

　
　
之
、
父
隠
居
又
者
死
失
等
之
節
者
家
督
被
下
置
、
伜
被
下
米
者
上
リ
ニ
相
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成
候
儀
者
勿
論
之
儀
二
候
得
共
、
見
習
二
而
も
是
迄
不
被
下
者
江
御
宛
行
・

御
扶
持
方
被
下
候
儀
者
新
規
二
相
当
リ
、
別
株
被
　
召
出
候
者
計
新
規
と

申
者
難
申
、
先
年
相
達
候
趣
二
而
者
仮
令
別
株
二
而
も
品
二
寄
、
一
代
限

リ
之
積
、
相
達
候
儀
二
有
之
候
得
者
、
父
隠
居
又
者
死
失
之
向
も
同
様
之

振
合
二
相
当
リ
候
事
二
而
、
何
れ
見
習
二
而
も
御
宛
行
・
御
扶
持
方
等
被

下
候
儀
を
御
附
手
限
リ
ニ
而
取
計
候
者
如
何
二
も
存
候
、
且
内
藤
重
三
郎
・

小
堀
縫
殿
よ
り
伺
候
筋
之
儀
も
御
附
申
談
も
無
之
、
所
司
代
よ
り
も
相
達

候
趣
二
も
無
之
段
、
是
以
御
附
元
改
計
を
以
可
相
渡
筋
無
之
、
右
元
改
帳

之
儀
、
所
司
代
奥
書
、
印
形
等
も
有
之
儀
二
候
得
者
、
都
度
々
申
達
無
之

可
取
計
儀
二
も
可
有
之
候
得
共
、
左
様
二
も
無
之
、
御
附
計
之
書
面
二
候

間
、
何
れ
一
通
リ
相
伺
候
而
可
取
計
事
と
存
候
、
且
又
、
明
米
少
キ
年
、

御
宛
行
・
御
扶
持
方
等
被
下
米
多
キ
年
も
有
之
趣
、
右
躰
明
米
少
キ
年
柄

二
而
被
下
米
相
増
候
節
者
猶
更
可
相
伺
儀
二
候
、
勿
論
以
来
自
分
二
申
聞

候
上
、
取
計
可
申
旨
、
書
面
之
趣
尤
候
、
向
後
、
上
リ
米
・
被
下
米
等
取

調
候
趣
、
差
引
書
相
添
、
都
度
申
達
無
之
可
取
計
儀
二
も
可
有
之
候
得
共
、

左
様
二
も
無
之
、
御
附
計
之
書
面
二
候
間
、
何
れ
一
通
リ
相
伺
候
而
可
取

計
事
と
存
候
、
且
又
、
明
米
少
キ
年
、
御
宛
行
・
御
扶
持
方
等
被
下
米
多

キ
年
も
有
之
趣
、
右
躰
明
米
少
キ
年
柄
二
而
被
下
米
相
増
候
節
者
猶
更
可

相
伺
儀
二
候
、
勿
論
以
来
自
分
二
申
聞
候
上
、
取
計
可
申
旨
、
書
面
之
趣

尤
候
、
向
後
、
上
リ
米
・
被
下
米
等
取
調
候
趣
、
差
引
書
相
添
、
都
度
々

相
伺
、
否
相
達
候
上
、
取
計
候
様
、
御
附
江
相
達
置
候
間
、
可
被
得
其
意

候
、

　
　
正
月

（
2
2
）
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
第
五
巻
、
御
所
々
御
内
井
女
中
人
数
等
之
儀
。

（
2
3
）
非
蔵
人
の
人
数
は
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
て
い
な
い
、
と
史
料
中
に
記
さ
れ
て

　
　
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
政
二
年
の
規
定
は
あ
く
ま
で
免
職
不
補
充

　
　
を
定
め
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な
人
員
削
減
を
図
っ
た
も
の
で
は

　
　
な
か
っ
た
。

（
2
4
）
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
第
五
巻
、
摂
家
・
堂
上
方
以
下
御
内
井
女
中

　
　
御
宛
行
米
之
外
増
被
下
米
等
之
部
。

（
2
5
）
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
第
五
巻
、
御
所
々
御
内
井
女
中
人
数
等
之
儀
。

（
2
6
）
『
幕
末
の
宮
廷
』
（
前
掲
註
（
1
9
）
）
一
五
二
～
一
八
〇
、
三
〇
九
～
三
一
五

　
　
頁
。

（
2
7
）
　
前
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
五
一
・
四
五
二
頁
。

（
2
8
）
た
と
え
ば
、
天
明
七
年
の
時
点
で
は
、
禁
裏
・
仙
洞
・
大
女
院
・
女
院
御

　
　
所
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
寛
政
六
年
の
時
点
で
は
、
禁
裏
・
仙
洞
・
女
院
・
中

　
宮
御
所
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
会
当
日
に
高
埜
利
彦

　
　
氏
か
ら
、
金
銭
支
給
を
通
じ
て
朝
幕
関
係
を
考
え
る
に
は
、
や
は
り
御
所
数

　
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
ご
指
摘
を
う
け
た
。
前
述
し
た

　
　
よ
う
に
、
金
銭
支
給
は
御
所
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
御
所
の
数
が
一

　
　
つ
で
あ
る
時
期
と
複
数
あ
る
時
期
で
は
、
幕
府
に
か
か
る
全
体
的
な
負
担
は

　
　
か
な
り
違
う
も
の
に
な
る
。
本
稿
で
は
最
初
に
、
幕
府
と
御
所
の
代
表
格
で

　
あ
る
禁
裏
（
な
お
、
仙
洞
や
女
院
に
お
け
る
各
種
の
制
度
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

　
が
禁
裏
の
も
の
に
准
じ
て
い
る
）
と
の
関
係
を
見
て
い
く
、
と
断
っ
た
が
、
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そ
れ
で
も
や
は
り
御
所
の
数
は
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
2
9
）
　
前
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
五
七
～
四
五
八
頁
。

（
3
0
）
　
寛
政
年
間
に
は
幕
政
全
般
に
お
い
て
「
曖
昧
で
あ
っ
た
も
の
に
は
法
的

　
　
な
枠
組
み
を
与
え
、
制
度
的
な
枠
組
み
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
」
（
藤
田

　
　
覚
『
近
世
の
三
大
改
革
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
五
頁
）
が
、
今

　
　
回
明
ら
か
に
し
て
き
た
事
例
も
基
本
的
に
は
こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
た
も
の

　
　
か
と
思
わ
れ
る
。

（
3
1
）
　
寛
政
四
年
の
十
二
月
に
、
老
中
か
ら
の
申
渡
し
を
所
司
代
が
禁
裏
付
に

　
　
達
し
て
い
る
史
料
が
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
三
之
上
巻
、
禁
裏
御
賄
御

　
　
入
用
等
之
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
申
渡
し
の
内
容
は
、
各
御
所
（
禁

　
　
裏
・
仙
洞
・
女
院
）
の
定
高
制
改
正
の
概
要
や
注
意
点
で
あ
る
。
そ
の
中
で

　
　
老
中
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
「
（
筆
者
註
”
禁
裏
・
仙
洞
・
女
院
の
）
御
手
元
御
不

　
　
自
由
二
不
被
為
在
候
様
」
に
取
り
計
ら
う
よ
う
、
注
意
し
て
い
る
。
「
御
所
々

　
　
御
入
用
筋
書
抜
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
の
時
期
の
老
中
の
書
状
に
は
、
こ

　
　
う
し
た
表
現
が
頻
繁
に
現
れ
て
お
り
、
た
ん
な
る
建
前
で
は
な
い
と
考
え
ら

　
　
れ
る
。

（
3
2
）
　
前
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
五
七
～
四
五
八
頁
。

（
3
3
）
　
「
御
所
々
御
入
用
筋
書
抜
」
三
之
上
巻
、
禁
裏
御
賄
御
入
用
等
之
部
。

（
3
4
）
　
前
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
五
七
～
四
五
八
頁
。

（
3
5
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。

（
3
6
）
　
具
体
的
に
は
養
育
費
や
親
王
宣
下
の
費
用
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
子
供
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
凶
事
も
多
く
な
る
。
こ
う
し
た
凶
事
に
関
す

　
　
る
費
用
も
支
出
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
3
7
）
「
天
皇
・
院
と
公
家
集
団
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
、
一
九
九
八
年
）
、

八
〇
～
八
三
頁
。

（
3
8
）
　
前
掲
註
（
2
）
橋
本
論
文
、
四
〇
五
頁
。

（
3
9
）
「
光
格
天
皇
と
宮
廷
歌
会
」
　
（
『
雅
俗
』
九
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（
4
0
）
出
費
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
和
歌
会
自
体
の
開
催
費
用
の
ほ
か
、

　
　
そ
の
後
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
酒
宴
の
費
用
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
。

（
4
1
）
「
寛
政
期
の
朝
廷
と
幕
府
」
（
『
近
世
政
治
史
と
天
皇
』
吉
川
弘
文
館
、

　
　
一
九
九
九
年
、
初
出
は
『
歴
史
学
研
究
』
五
九
九
、
一
九
八
九
年
）
六
六
～

　
　
六
九
頁
。

（
4
2
）
　
前
掲
註
（
1
）
奥
野
著
、
四
五
二
～
四
五
八
頁
。

（
4
3
）
　
前
掲
註
（
3
9
）
盛
田
論
文
。

（
4
4
）
　
前
掲
註
（
4
1
）
藤
田
著
。

（
4
5
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
会
当
日
に
山
口
和
夫
氏
か
ら
、
光
格
天
皇
の
性
格

　
　
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
と
の
ご
質
問
を
う
け
た
。
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

　
　
簡
単
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ

　
　
う
な
、
光
格
天
皇
の
諸
活
動
の
前
提
に
は
備
銀
や
荒
年
手
当
銀
の
貯
蓄
が
金

　
　
銭
的
な
基
盤
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
っ
た
、
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
今
後
考
察

　
　
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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